
は
減
り
続
け
て
お
り
、介
護
の
担
い
手

不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
人
も
提
供
す
る
人
も
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
県
は
、全
国
と
比
べ
て
高
齢
化

率
は
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
、介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
割
合
が
高
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
原
因
は
高

い
離
婚
率
の
影
響
に
よ
り
独
り
暮
ら

し
の
人
が
多
く
、家
族
の
援
助
を
受
け

に
く
い
こ
と
や
、早
め
の
介
護
予
防
の

取
り
組
み
が
希
薄
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
で
介
護
が
必
要
に
な

る
前
に
、比
較
的
元
気
な
う
ち
か
ら
、

集
い
の
場
や
地
域
の
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
で
、楽
し
み
な
が
ら
身
近
な
人

同
士
で
の
見
守
り
合
い
、助
け
合
い
を

お
互
い
に
継
続
で
き
る
環
境
が
大
切

で
す
。

20
年
後
、市
民
の
4
人
に
１
人
は

65
歳
以
上
の
高
齢
者
へ

地
域
の
求
め
る
声
を
拾
う

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

「
困
っ
た
」と「
助
け
た
い
」を
つ
な
げ
て

暮
ら
し
や
す
い
地
域
へ
と
サ
ポ
ー
ト

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
、

よ
り一層
の
支
え
合
い
が
必
要
不
可
欠
に

今後の暮らしの重要なカギは
「身近な地域の支え合い」
　歳を重ねるにつれ体力や気力が衰え、人と会う機会が減り、中には1日誰とも
話さない日があるという声も聞きます。今後の生活の基盤となる身近な地域で
のつながりやお互いを気にかけ合うことがこれまで以上に重要となります。

住み慣れた地域で
いつまでも暮らしたいいつまでも暮らしたい

今から考える
あなたの未来像あなたの未来像
　人は必ず年を取り、誰もが周りの
手助けを必要とする時が来ます。高
齢者を支える現役世代が減る一方
で、65歳以上の高齢者の人口は増え
続けます。
　これからさらに高齢化が進む中、
将来のために私たちにできることは
何かを一緒に考えましょう。

こんな時、あなたならどうしますか？

　介護サービスでは生活の細かな困りご
とをすぐに解消することはできません。地
域の人に気軽に頼めるような関係作りが
重要です。

蛍光灯を交換してほしい… 誰かとゆんたくしたいけど… 歩くことが不安で外出できない…
　年とともに同じ趣味の人や同年代の人
と話ができる場所が減り、一人で過ごす時
間が増えてしまいます。地域で集える場所
やサークルがないか探してみましょう。

　筋力の衰えと共に、歩くことが不安に
なり、一人で歩いて地域の活動に参加す
ることが難しくなってきます。一緒に行っ
てくれる仲間の手助けが必要です。

行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で

全
員
を
支
え
る
こ
と
は
難
し
い

　
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、各
中
学
校
区
に
高
齢
者
の
生

活
支
援
に
つ
い
て
住
民
と
一
緒
に
考

え
、取
り
組
ん
で
い
く
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、地
域
に
住
む
人
た
ち
と

の
交
流
を
通
し
、自
主
的
な
活
動
を
把

握
し
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
声
を
ヒ
ン

ト
に
地
域
内
で
支
え
合
え
る
体
制
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
例
と
し
て
、近
所
の
ス
ー
パ
ー

が
移
転
し
た
た
め
に
買
い
物
に
困
っ
た

高
齢
者
の
話
を
聞
き
、民
間
企
業
に
協

力
を
募
り
、移
動
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
買

い
物
支
援
や
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
ま
し
た
。
　

こ
の
よ
う
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
や

地
域
住
民
同
士
の
取
り
組
み
を
応
援
し

て
い
ま
す
。

■１生活支援コーディネーターの皆
さん■2 ～■３触れ合いを通じて地域
の高齢者を支えています■４ 地域課
題などを住民と共有し、地域と一緒
に解決できるよう話し合います

■1

■2 ■3

■４

　
２
０
２
５
年
に
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
と
、住
民
の

医
療
や
介
護
の
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、少
子
高
齢
社
会
で
は
あ
ら
ゆ
る
産

業
で
人
手
不
足
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
介
護
の
分
野
で
も
高
齢
者
を

支
え
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
働
き
手

2015

75歳以上 65～74歳 15～64歳 15歳未満

50

100

150

2020 2025 2030 2035 2040

日本の年代別人口変化（2015年を100とした場合）

（年）

75歳以上が
ダントツ多い！

総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2018年3月）」より
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